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市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、数ある文化財の中から代表的
なものをシリーズで紹介します。

垣
見
氏
館
跡
は
、
中
世
の
地
侍

じ
ざ
む
ら
い

で
あ

る
垣
見
氏
が
、
室
町
時
代
に
現
在
の

宮
司
町

み
や
し
ち
ょ
う

字
古
殿

あ
ざ
ふ
る
ど
の

に
築
い
た
屋
敷
跡
で
、

平
成
30
年
12
月
27
日
に
市
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
に
は
土
塁

ど

る

い(

土
を

盛
り
上
げ
て
つ
く
っ
た
土
手)

や
堀
跡

ほ
り
あ
と

な

ど
の
遺
構
が
良
好
に
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。中

世
の
湖
北
に
は
、
土
塁
と
堀
に
よ

っ
て
防
御
を
固
め
た
地
侍
の
屋
敷
が
、

各
地
の
集
落
に
存
在
し
て
い
た
と
み
ら

れ
、
こ
の
よ
う
な
遺
跡
を
平へ

い

地ち

城
館

じ
ょ
う
か
ん

と

呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
防
御
機
能

に
特
化
し
た
山
城
と
は
対
照
的
で
、
各

地
の
地
侍
が
農
業
経
営
を
行
う
た
め

に
、
集
落
内
に
防
御
と
居
住
が
一
体
化

し
た
屋
敷
を
築
い
た
も
の
で
す
。

平
地
城
館
の
伝
承
が
あ
る
場
所
は
多

い
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
遺
構
の
残
存
状

態
が
良
好
な
下し

も

坂さ
か

氏し

館
跡

や
か
た
あ
と(

下
坂
中
町)

と
三み

田た

村む
ら

氏し

館
跡

や
か
た
あ
と(

三
田
町)
は
「
北き

た

近お
う

江み

城
館

じ
ょ
う
か
ん

跡
群

あ
と
ぐ
ん

」
と
し
て
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
の
絵
図
は
文
化
４
年(

１
８
０
７)

に
垣
見
氏
館
跡
の
敷
地
を
描
い
た
も
の

で
、
土
塁
や
建
物
の
位
置
が
現
状
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
土
塁
は

敷
地
の
北
側
と
西
側
に
残
っ
て
い
て
、

西
側
の
土
塁
が
南
北
長
約
90
メ
ー
ト

ル
、
北
側
の
土
塁
が
東
西
長
約
27
メ
ー

ト
ル
あ
り
、
高
さ
は
約
１
．
８
ｍ
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
絵
図
を
見
て
わ
か
る
よ

う
に
、
西
側
の
土
塁
は
中
央
部
で
食
い

違
う
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
に
は
市
教
育
委
員
会
が

発
掘
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
土
塁
の

内
側
に
排
水
用
の
溝
が
め
ぐ
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
戦
国
時
代
に
使
わ

れ
て
い
た
土は

師じ

器き

皿ざ
ら

な
ど
も
出
土
し
て

い
ま
す
。

垣
見
家
に
伝
わ
る
市
指
定
文
化
財
の

「
垣か

き

見み

家け

文
書

も
ん
じ
ょ

」(

８
４
３
点)

で
は
、

室
町
時
代
以
降
の
垣
見
氏
の
動
向
や
、

周
辺
地
域
の
情
勢
を
読
み
解
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
中
に
は
浅あ

ざ

井い

氏
２
代

目
久
政

ひ
さ
ま
さ

の
書
状
や
３
代
目
長
政

な
が
ま
さ

の
書
状

も
含
ま
れ
、
垣
見
氏
は
浅
井
氏
が
台
頭

し
て
か
ら
滅
び
る
ま
で
、
そ
の
家
臣
と

し
て
仕
え
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。

浅
井
氏
が
滅
亡
す
る
と
垣
見
氏
は
帰

農
し
、
宮
川
村(

現
宮
司
町)

の
地
主
と

し
て
村
内
外
に
大
き
な
影
響
力
を
も
ち

ま
し
た
。
特
に
江
戸
時
代
に
垣
見
氏
と

深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
が
宮
川
藩

み
や
が
わ
は
ん

で

す
。
元
禄
11
年(

１
６
９
８)

、
堀
田

ほ

っ

た

正ま
さ

休や
す

が
近
江
国
内
に
１
万
石
の
所
領
を
得

る
と
、
宮
川
村
の
垣
見
氏
宅
に
隣
接
し

て
藩
庁(

宮
川

み
や
が
わ

陣じ
ん

屋や)

を
構
え
、
宮
川
藩

が
成
立
し
ま
し
た
。
藩
主
の
堀
田
氏
は

江
戸
詰
め
が
多
く
、
宮
川
村
に
は
少
数

の
家
臣
し
か
お
か
な
か
っ
た
た
め
、
垣

見
氏
は
「
世せ

話わ

方か
た

」
と
し
て
当
初
か
ら

そ
の
藩
政
に
協
力
し
て
い
た
こ
と
も
同

文
書
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

垣
見
氏
館
跡
の
敷
地
は
私
有
地
で
す

の
で
、
見
学
は
敷
地
外
か
ら
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

■問
歴
史
遺
産
課

（
☎
６
５
ー
６
５
１
０
）

▲垣見氏館跡　西側土塁を西から撮影

市指定文化財　垣
かき

見
み

氏
し

館
やかた

跡
あと

指定日：平成30年12月27日

所在地：宮司町

▲文化４年(1807年)垣
か き

見
み

助
す け

左
ざ

衛
え

門
も ん

屋敷絵図

長浜米原休日急患診療所
３、４月の診療日のお知らせ

【診療日】３月３日、10日、17日、21日、24日、31日
４月７日、14日、21日、28日、29日、30日

【診療時間】 ９時〜12時、13時〜18時
【診療科】 内科・小児科
【受付時間】８時30分〜11時30分

            12時30分〜17時30分
【場　所】 宮司町1181－２

               湖北医療サポートセンター
               「メディサポ」内

【電話番号】６５−１５２５
※電話はおかけ間違いのないようにご注意ください。
※受診時は健康保険証・福祉医療券・お薬手帳・母子

健康手帳(乳幼児の場合)をお忘れなく。
※診療日は日曜・祝日・年末年始

(12月30日〜１月３日)です。
健康推進課(☎６５−７７７９)問

不用品交換情報(２月７日現在)
◆ください(無料)
〇電動ミシン〇男児用自転車〇盆栽鉢〇子ども用自転車〇中学生用自転車〇小学
生用自転車〇ファックス付電話機〇扇子〇炊飯器〇動力糸切りミシン〇VHSビデ
オデッキ〇レコードプレーヤー〇折りたたみ自転車〇全自動洗濯機〇ベビーベッ
ド〇パソコン〇椅子〇幼児用自転車〇チャイルドシート〇ダイニングチェア
◆あげます(無料)
〇つぼカゴ〇ランチ皿〇湯呑み茶碗〇セミダブルベッド〇植木鉢〇こたつ布団
〇こたつ〇掛け軸用たんす〇籐のついたて〇乗馬マシン〇桐たんす
※現物は保管していません。
※市は取次ぎのみで、利用者双方の話合いで決定していただきます。

環境保全課(☎６５－６５１３)問

1995年から走り続けているＳＬ北びわこ号。昨年

惜しまれつつ最終運行となったＣ56形160号機(愛

称：ポニー)や時折運行されるＣ57形１号機(同：貴婦

人)に続き、いよいよＤ51形200号機(同：デゴイチ)

の運行が開始されます。

【と　き】
３月10日(日）　ＳＬ北びわこ１号

米原(10時9分）発　木ノ本(10時52分)着

※列車の運行状況により変更になる場合があります。

切符の購入や運行日等に関する情報については、

ＪＲおでかけネットをご覧ください。

（http://www.jr-odekake.net/）

記念イベントほか
３月10日(日)は、ＳＬ北びわこ号の終着駅である

木ノ本駅周辺で、特産品の販売やふるまい、子ども

制服写真撮影、鉄道写真展等が開催されます。

また、鉄道スクエア(旧長浜駅舎)でも、連動キャ

ンペーンを行います。３月９日(土)と10日(日)限定
で、入館料が、合言葉「デゴイチ」で半額、記念乗
車証(※)を持参すると無料になります。デゴイチ(館

内に保存されているＤ51形793号機)もお待ちしてい

ます。ぜひこの機会にお越しください。

※これまでにＳＬ北びわこ号車内で配布された記念乗車

証(鉄道を活かした湖北地域振興協議会発行)のことで、

実際の切符(指定席券)ではありません。

問合せ 長浜観光協会北部事務所　☎８２－５９０９

SL北びわこ号をこれからも運行していくには、沿線住民の皆さんのご理解が欠かせません。
見物や撮影をされる人は、駅や沿線において列車・線路・踏切に近づかないだけでなく、マナー(路上駐

車をしない。私有地に入らない。ごみを捨てない。)を守ってください。

ＳＬ北びわこ号でＤ51がデビューしますＳＬ北びわこ号でＤ51がデビューしますＳＬ北びわこ号でＤ51がデビューしますＳＬ北びわこ号でＤ51がデビューしますＳＬ北びわこ号でＤ51がデビューしますＳＬ北びわこ号でＤ51がデビューします
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